
病 気 （ が ん 等 ） に な っ て も 仕 事 を 続 
け ら れ る 職 場 環 境 を つ く り ま し ょ う 

仕事をしながら治療ができる社会を目指して 

「治療と仕事の両立支援」に取り組みましょう！ 

労働者 

今！治療と仕事の両立支援が求められています 

●定期健康診断においては、２人に１人は何らかの所見があります。 
● 「不治の病」とされていた疾病であっても、近年の診断技術や治療 
  方法により、「長く付き合う病気」に変化しています！ 
●今、元気に働いていても、何時、病気に罹るかもしれません！ 
●人手不足の状況の中、両立支援は、人材確保につながります。 

両立支援の対象は？ 

●がん、脳卒中、心疾患、糖尿病、肝炎、その他難病など、反復・継 
  続して治療が必要となる疾病が対象です。 

広島県地域両立支援推進チーム 

事業者 

働く人（患者）・家族 

治療情報を共有し、継続的に支援 

（相談） （相談） 

（両立支援プラン作成） 



体調が悪いので診察を受けたら、「がん」と診断され、今後の治療のことで
気がめいっている。 
治療をうけながら、仕事も続けたい。どこに相談すればよいのだろうか・・。 

最近では、がん等の病気になっても、事業場において治療に対する配慮
や適切な措置により、治療をしながら働くことができます。 
治療と仕事の両立について相談できる所を紹介します。 

治療と仕事の両立について相談できます！ 
～  広島県地域両立支援推進チーム、治療と仕事の両立支援に関する相談先の御案内 ～ 

 病気と仕事のことで、一人で悩みを抱えていませんか？ 

 治療と仕事の両立のための手順（例） 

●がんと診断されたけど、仕事を続けたい 
●病気のことを会社にうまく伝えられない 
●治療と仕事を両立できるか不安 
●今後の働き方について誰に相談したらいいの 
 かわからない 
●職場の理解・協力が得られない 
●治療に合わせた短時間勤務や、休暇の取得 
 が難しい 

ＳＴＥＰ１ 

あなたから主治医へ 

ＳＴＥＰ２ ＳＴＥＰ３ ＳＴＥＰ４ 

主治医からあなたへ あなたから会社へ 会社による措置 

主治医に対してあな
たの「仕事の内容」を
伝えます。（産業保健
総合支援センターで
は様式を用意してい
ます。） 

仕事の内容（書面）をもと
に、あなたの望ましい働
き方について、主治医に
「意見書」を書いてもらい
ます。 （産業保健総合支

援センターでは様式を用
意しています。） 

主治医の「意見書」を
会社に提出します。 

会社では、主治医の「意
見書」などをもとに、就業
の可否、働く上での治療
に対する配慮などについ
て検討し、就業可能な場
合は「両立支援プラン」を
作成します。 

治療と職業生活の両立 厚生労働省 検 索 

http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000115267.html 

広島県地域両立支援推進チーム 

 
●治療に関する配慮が行われることに 
 よる病気の増悪の防止 
●治療をうけながら仕事の継続 
●安心感やモチベーションの向上 
●収入を得ること 
●働くことによる社会への貢献 

労働者のメリット 



最近では、がん等の病気になっても、事業場において治療に対する配慮や適
切な措置により、労働者が治療と両立して働き続けることができます。 
治療と仕事が両立できるように、事業場での取組方法等の相談先を紹介しま
す。 

両立支援することは、労働者のみならず事業者にもメリットがあります 

労働者から、がん等の病気になってしまったので、今後の治
療のこともあり、仕事を続けるのに悲観的な相談を受けた。
会社としては、是非とも、仕事を続けてもらいたい人材であ
るので、無理なく働き続けてもらうためには、どんな方策を
していけば良いのだろうか・・・。 

治療と職業生活の両立 厚生労働省 検 索 

http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000115267.html 

 
●労働者の「健康確保」の推進 
●継続的な人材の確保 
●労働者のモチベーションの向上による 
 人材の定着・生産性の向上 
●「健康経営」の実現 
●多様な人材の活用による組織や事業 
 の活性化 

事業者のメリット 

安心して働き続けられる職場づくりには、環境整備が大切です 
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 ①事業者による基本方針の表明と労働者への周知 
 ②がんなどの病気や、両立支援に関する知識の普及・啓発のための教育 
 ③治療への配慮などが円滑に進むような職場風土の醸成 
 ④安心して相談・申出を行える相談窓口の明確化 
 ⑤柔軟な勤務を可能とする休暇・勤務制度の検討・導入        など 

 治療と仕事の両立のための手順（例） 

主治医 労働者 事業者 

①「勤務情報」等 
 を主治医に提出。 

②「意見書」を作成 
 し、労働者へ渡す。 

③事業者へ「意見書」 
 を提出。 

④就業継続の可否、就
業上の措置および治療
に対する配慮に関して
検討し、決定する。 

⑤就労継続可能と判断
した場合、「両立支援プ
ラン」を作成する。 

ご相談は！ 
 独立行政法人 労働者健康安全機構 

広島産業保健総合支援センター 
ＴＥＬ ０８２－２２４－１３６１ 

治療と職業生活の両立で悩んだら・・・・ 

広島産業保健総合支援センターの 
「両立支援促進員」までご相談下さい 
                   （無料です。） 

両立支援促進員とは？・・・ 
保健師、社会保険労務士、医療
ソーシャルワーカーなどの両立支
援の知識を有した専門家です。 

医療機関（主治医など）と連携して、
あなたと会社（事業者、人事労務
担当者）の間の調整支援をします。 



を設置しました！ 

推進チームメンバー 

「広島県地域両立支援促進チーム」事務局     お問い合わせは 
    広島労働局 労働基準部 健康安全課   ℡(082) 221-9243 

 ● 中国労災病院 http://www.chugokuh.johas.go.jp/ 
    治療就労両立支援センター http://www.chugokuh.johas.go.jp/center/ 
 ● 日本キャリア開発協会 https://www.j-cda.jp/hatarakikata/ 
 ● 日本産業カウンセラー協会 中国支部 http://chugoku-c.com/ 
 ● 広島県医師会 http://www.hiroshima.med.or.jp/   
 ● 広島県医療ソーシャルワーカー協会 http://hiroshima-msw.sakura.ne.jp/ 
 ● 広島県経営者協会 http://www.dear.ne.jp/~keikyoh/            
 ● 広島県 健康福祉局 https://www.pref.hiroshima.lg.jp/soshiki/6.html   
 ● 広島県社会保険労務士会 http://www.hiroshima-sr.or.jp/ 
 ● 広島県労働基準協会 http://www.hirokenk.or.jp/ 
   ● 広島産業保健総合支援センター http://www.hiroshimas.johas.go.jp/  
 ● 広島大学病院 https://www.hiroshima-u.ac.jp/hosp 
 ● 連合広島 http://www.rengo-hiroshima.jp/   
 ● 広島労働局 職業安定部／雇用環境・均等室／労働基準部     
                       http://hiroshima-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/ 
  

※各機関の詳細はホームページをご覧いただいたり、事務局へお問い合わせください。 
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中小規模を含む事業主の皆様の相談窓口 

独立行政法人 労働者健康安全機構 
広島産業保健総合支援センター 
ＴＥＬ ０８２－２２４－１３６１ 

 
● 広島地域産業保健センター ０８２－５０３－３７３７ 
● 呉地域産業保健センター   ０８２３－２２－２３２６ 
● 福山地域産業保健センター ０８４－９２６－９６０１ 
● 三原地域産業保健センター ０８４８－６２－０４６７ 
● 尾道地域産業保健センター ０８４８－２３－２２７７ 
● 三次地域産業保健センター ０８２－２２４－１３６１ 
● 広島北地域産業保健センター  ０８２－８７３－７９６０ 
● 府中地域産業保健センター ０８４７－４５－０３１３ 
● 佐伯地域産業保健センター ０８２９－２０－００３２ 

お近くの地域産業保健センター 

広島労働局  
  労働基準部 健康安全課 

ＴＥＬ ０８２－２２１－９２４３ 

 

● 広島中央労働基準監督署 ０８２－２２１－２４５９  
● 呉労働基準監督署         ０８２３－２２－０００５ 
● 福山労働基準監督署    ０８４－９２３－０００５ 
● 三原労働基準監督署    ０８４８－６３－３９３９ 
● 尾道労働基準監督署    ０８４８－２２－４１５８ 
● 三次労働基準監督署    ０８２４－６２－２１０４ 
● 広島北労働基準監督署    ０８２－８１２－２１１５ 
● 廿日市労働基準監督署    ０８２９－３２－１１５５ 

お近くの労働基準監督署 

厚生労働省では、事業者、人事労務担当者、産業保健スタッフを対象に、「事業場における
治療と職業生活の両立支援のためのガイドライン」を作成しました。 

がんなどの病気を治療しながら働きたい労働者に対して、職場はどのような対応をしたらよ
いか、環境整備や進め方、様式例集等、両立支援に向けて取り組むべき内容を丁寧に紹
介する一冊です。 

両立支援のガイドラインの相談窓口 


